私は、いつかきっと地獄に堕ちるだろう
　頂点に立つのは独りでいい
　けれども、地獄に堕ちるとしたら、ふたりの方がいい


時間　1998

「これを…俺に？」
ビルの屋上で、ヤンはウォンから紙袋を受け取り、中から、　　一冊の日記帳を取り出した。
　上質のカバーには鍵がついていたが、かかっておらず、めくると中表紙に見覚えのある文字で過去の日付。
〔1995　-　〕
　終了年月日が無いのは、持ち主が途中で書かなかった事を表している。
　否、書けなかった事を…
「去年の事件の押収品だ。やっとあの事件を送検したが、お前のまとめた資料があるし、これは必要無いと私が判断した。こういったものは親族に返すのが普通だろう。つまり、返すのは、お前以外に居ない。後の処分はまかせる。」
　今、ヤンの手の中にあるのはハウの日記。
　ヤンはウォンの言葉を聞き、日記を煙たそうに、眉をひそめて袋に戻すと
「こんなもの…」
　いらないと言うように押し返そうとしたが、ウォンはそっと制止した。
「この日記の中身は私以外は読んでいない。お前の事も書いてある。これを、事件の資料として送検すれば、お前もただでは済むまい。」
　ウォンはそう言ってヤンを睨む様に見つめた。
　ヤンは視線を逸らし、黙ったまま紙袋を自分の方に退いた。
　そして、話題を切り替える様に、切り出す。
「俺は、いつになったら潜入を辞めさせてくれるんだ？アイツを…ハウを逮捕したら、それで、終わりだったんじゃないのか？」
　ヤンの言葉に、ウォンは返事に詰まった様に口を閉ざし、視線をそらした。
　それを見て、ヤンは彼を咎める様に迫る
「おい。俺は今、サムの組織の中でもまた別の頭目の下についている。ンガイ家の時とは違って、パシリ扱いで、大した情報も入ってこないし、俺はたぶんこのまま二度と上に上がることはありえないと思う。だから…」
　そこまで言った時、ウォンは振りかえった。
「あと…後、三年だけ待ってくれ。その間にサムを逮捕するから。お前は警官だろう。ならば、警官として、黒社会撲滅の為に、潜入任務についてくれ。ルクも、ロ・ガイも死に、もう…お前以外には居ない。今更、新人を潜入させるより、お前がやっていたほうが安全なんだ。」
　そう言われ、ヤンは開いた口を噤む。
「それじゃ、また連絡する。」
　ウォンはそう言うと、ヤンの前から去った。

時間　2003

「これを…俺に？」
　精神科医リーの公室で、ラウは彼女から一冊の日記張を受け取った。
　上質のカバーには鍵がついていたが、かかっておらず、めくると中表紙に綺麗な文字で過去の日付。
〔1995　-〕
「あの事件の後、彼の遺品を引き取った時に…出てきたのよ。どうも、彼の兄のものらしいんだけど、彼の事も書いてあるみたい。でも、今の私には中身を見る勇気が無いわ。おかしいわよね、あんなに彼の過去を知りたがったのに、今はそれを知るのがとても、怖いの。だから、貴方になら、渡してもいいかな？って。何かの役に立つかもしれないし…。」
　そう言って、日記帳を手にしたラウを哀しげに見つめた。
　ラウは、そんな彼女の視線を受け止め、小さく頷くと
「わかった。ありがとう。」
　それだけ、返事をする。
　ラウはヤンの死後、ヤンの主治医だったというリーに近づいた。
　それは全て、ラウの計算の上での行動だった。
　ヤンが潜入だったと警察内でも唯一、ラウだけが知っていた。
　と、いう事実にリーは、ラウが自分を「ヤンの友人」と言ったことを信用していた。
　そして、いつしかヤンを思い出して語る事の出来る唯一の友人だと思っていた。
　リーは自分の席から立ちあがると、あのソファを見つめて
「ここに横たわる彼が…いまでも、昨日の事の様に…」
　呟く様にいい、愛しむ様にそっと、ソファを、彼女の指が撫でる。
　ラウはそれを、静かにみつめながら、思う。
　自分の知らない、ヤンと彼女の二人だけの時間。
　そして、それはラウの胸の中に小さな嫉妬となり、ラウを蝕む。
「また、連絡してもいいかしら？」
「ああ。また、二人で彼に会いに行こう。」
　ラウはそう言って、哀しげな笑みを浮かべるリーを元気付ける様に、微笑み返した。

　貴方は、いつかきっと地獄に堕ちるだろう
　貴方が想い続けたのは独りだけ
　けれども、地獄に堕ちたとしたら、もう一度貴方と居たい

時間　1995

優雅に動く指は、人を魅了する。
紙の上をすべるペンの音が、小さく部屋に響いていた。
ロ・ガイはそれを邪魔しないように、静かにソファに腰掛け、ゆっくりと紫煙を立ち昇らせる。
三年前、この部屋の主は他界し、今は彼の次男ハウの自室となっている書斎。
その部屋の主が座る椅子に、ハウは深く座り、日記を書き綴っていた。
今年から新調した日記には小さな鍵がついており、その鍵が小さくカチリと音を立てて閉じられると、ハウの一日が終わる。
「ヤンは、どうした？」
日記を書きながら、ハウがロ・ガイに尋ねると、ロ・ガイは知らないというように小さく首をふった。
ハウはそれを見ると、少し、顔をしかめて、小さなため息をつく。
「あいつの部屋はこの家の中に用意してあるというのに…」
それだけ言うと、ハウは日記を書き終え、鍵をカチリとかけた。
ロ・ガイはその音を聞くと、タバコを灰皿に押し付ける。
ロ・ガイがこのンガイ家に来て七年が経とうとしていた。
声を失い、警察学校を退学になったのは表向き。
その実質は潜入捜査官だった。
事は順調に運び、先代であるハウの父クワンと叔父のサンスクに気に入られ、今では後を継いだハウの腹心と言う立場にまで上り詰めた。
しかし、それは逆にいえば警察官としては失格だった。
原因は解っている。ロ・ガイは自分で気がついている
自らの内に潜む…悲しい炎。
ハウへのどうしようもない、想い。
「は…あぁ…っ」
白い、シーツの上、ロ・ガイの腕の中でハウが快楽に反応する。
ハウは表の顔とは別に、ロ・ガイだけに見せる顔がある。
子供のように、ロ・ガイの愛をいつまでも欲しがる。
普通、家庭に恵まれ、愛に満ちた環境で生きたものが、そう言った顔を持つはずはない。
表向き「家族」を大事にするハウは、その実、
その父からの期待や、そのプレッシャーに身を縛られていたのだろう。
自分でも、そうとは気がつかずに…。
そのハウが、ンガイ家とは血縁関係のないロ・ガイを信用し、傍に置いているということは、その裏づけだ。
しかし、そのハウが今、確実に自分の手に入れようとしている者が居る。
それが、異母兄弟のヤンだった。
お互いが、その存在を長く知らずに生きてきた、兄弟。
しかし、ロ・ガイは彼の正体を知っている。
「どこを…みている…っ」
ハウは、自分を抱く最中に自分を見つめていなかったロ・ガイに、少し苛つきながら、ロ・ガイの口唇に噛み付くように接吻する
--おまえを信じている
ハウの唇はそう紡いでいた。
彼は自分の正体に、まだ気がついていない。
自分もそんな事が簡単にばれるほど、ヘマはしていない。
しかし、それはまた、ハウを逮捕させるだけの事を知りながらも、彼を逮捕させることを、自分自身ができないで居るだけの事。
だが、時間はそれを許さない事を…本当は知っている。
「ああっ…」
深い吐息を吐きながら、ハウはロ・ガイから唇を離した。
そして、彼の腰に足を絡ませると、彼を深く受け入れた。
マリファナ、ラッシュ、コーク、ベンゼドリン…
ハウは違法なドラッグを試す事を、近親者には禁じていた。
万が一の時にンガイ家を滅ぼすことになり兼ねない。
しかし、タイとの新しい取引経路を確立させるためには、
誰かがやらねばならなかった。
当初、ロ・ガイがその役を買って出たが、ハウは承知しなかった。
ハウはその役にヤンを指名した。
その真意は明らかではないが、恐らく、すぐに辞めさせて、簡単な味見だけはできるようにさせようとしたのだろう。
取引の重要な役割を果たさせる立場におくつもりで。
だから、ヤンにはどれも上物しか与えなかった。
混ざり物とは違い、癖になりにくい上に、逆に何かが混じっていれば、すぐに解るからだ。
ヤンは最初、ヘロを気に入っていた。LSDやラッシュ等は軽すぎたし、正直に言えばコークも炙るよりは鼻からやる方が好きだったが、あの痛みとムズつく感じがいやだった。
その点、ヘロは静脈注射した瞬間から、体が火照り、どうしようもなく体が軽くなる感じと、それとは裏腹に快楽が増す感じが好きだった。
だが、ハウはヤンに最初に軽く味を覚えさせただけで、ヘロをやることを禁じた。ハウはヤンの体に跡が残るの嫌がった。元々、取引のメインはコークだ。
ある日、ロ・ガイはハウの書斎の隅の椅子に倒れるように眠るヤンを見つけた。
先程まで、ハウとヤンが二人きりでこの部屋に居たのは知っていた。
ハウは今、家族水入らずの時間だといって、妻と子供の三人だけで居間に居る。
ロ・ガイは誰も来ないように書斎の鍵をかけると意識不明のヤンに近づいた。
すると、微かに薬の匂いと、それから精の匂いがした。
快楽の余韻のままに、少し開かれた唇、上気した頬、乱れた衣服と、汗で額に張り付いた髪。
ヤンはハウにここで抱かれていた。
それは明らかだったが、この情景はあまりに生生しかった。
だからこそ、部屋に鍵を掛けたにもかかわらず、思わず、辺りを見回してしまう。
声が出ない変わりに、ロ・ガイはヤンの肩を揺すった。
すると、ヤンは驚いたように目を覚まし、ロ・ガイを見上げた。
大丈夫か？と言いたげなロ・ガイの表情をすぐに察したヤンは、未だに朦朧とする頭を覚醒させようと軽く振るが、逆効果で、眩暈を起こした。
それを見たロ・ガイは、思わず苦笑してヤンに手を伸ばす。
しかし、ヤンはそれを振り払うと、ロ・ガイに対して少し見下すような視線で言う
「あんた、俺を抱きたいの？」
まだ、薬が残っているのだろう、普段とは違うヤンに、ロ・ガイは驚くが、今度は諦めたようなため息をひとつついてから苦笑した。
「おまえ、私を抱きたいか？」
それは、ロ・ガイがンガイ家に来て、さらにハウの護衛についてしばらくして言われた言葉。
椅子に腰掛け、立っている自分よりもはるかに下に居ながら、その視線は人を完全に見下した印象を与える。
優雅な仕草で眼鏡をはずしたハウは、腰を浮かして目の前に立つロ・ガイの胸倉をつかむと、グイと引き寄せ、再び腰を下ろす。
ロ・ガイは前屈みにバランスを失い両腕をハウの椅子の背もたれについた。
吐息が交じり合う距離で、二人の視線が絡まる。ハウは面白そうに微笑んでいた。
「おまえの体に染み付いたタバコの香りが好きなんだ」
そう言って、ハウは首をかしげるように曲げると、ロ・ガイの唇に自分のそれを重ねた。
そして、ハウの手がロ・ガイのシャツを離す頃、ハウの唇から零れた唾液はどちらのものと解らなくなっていた。
ロ・ガイは、目の前のヤンを観、あの時のことを思い出して苦笑したのだが、ヤンは、そんな事とは知らずに馬鹿にされたような気がして、ムッとすると、立ちあがり、自分よりも幾分か背の高いロ・ガイに近づいて、その胸倉をつかみ、無理やりキスをした。
しかし、ロ・ガイは動じることなく、ヤンを引き離す。
すると、ヤンは袖口で唇をぬぐうと、

「俺は、あんたのタバコの匂いは嫌いだ。ハウのシャツにも、肌にもあんたの香りが残っているから。あんたには抱かれない。ハウを思い出すからいやだ。」
ヤンは自分でも驚くほどの嫌味が口をついて出た。
いつもならこんな態度をとらないし、ロ・ガイも少し驚いていた。
これは、薬のせいだと解っているが、どうにもならない。
しかし、ロ・ガイはそんな事をハウに告げ口しないだろうと、ヤンは知っていたし、ハウに知れたところで何の問題もないと解っている。
そんな事くらいで、ハウに抱かれずに済めるなら、とっくに…。
ヤンが、ロ・ガイのシャツから手を離すと、ロ・ガイはテーブルの上に置かれた水差しから、水を汲み、ヤンに差し出した。薬を使うとのどが乾く。現にヤンの声は少し掠れていた。
ヤンは、差し出された水を遠慮なく飲み干すと、もう一度ソファに倒れこみ、
「ちょっと、一人にしてくれ」
そう言って、目を閉じてしまった。
街中の雑踏で、ロ・ガイはさりげなく手を、指を動かした。
ハウに比べれば、優雅な動きとは言えないが、その動きはある種特別な意味を持つ。
そう、手話だった。一般的な手話とはまったく異なる、暗号的手話で、
ルクがそれを遠くから観て、情報を得る。
その動きは「十四日」という言葉を表していた。
時間　1995

ペンの音が少し苛だっていると、ロ・ガイは感じた。
ハウは何かを考え込むような表情で時折、机の上から視線をはずし、遠くを眺める。
いつもの風景。
屋台で食事をした後、ロ・ガイと部屋に戻り、日記を書く。
特別な用事がなければ、一日の終わりはこんな風景だった。
しかし、その日、何かを予感させるような、いつもとは違う、微妙な空気を、二人は感じていた。
「私は…」
ハウが、閉じた日記の表紙を見つめたまま、ポツリと切り出す。
「私は、このンガイ家を守らなければならない。父の為に、家族の為に。どんな世界にも光と影はある。だが、私は光が欲しかった。お前だけだ、血の繋がりはなくとも、信用できるのは。」
日記から視線をロ・ガイに移し、眼鏡を外すと寂しげな笑みを浮かべる。
これが、この人の素顔なのだと、ロ・ガイは知っていた。
ポーカーフェイスでキレ者。だが、家族に対してだけは惜しみない笑顔。
家族を傷つけるものに対しては阿修羅にもなる。
それが、この人に対する他人の印象だろう。
しかし、ロ・ガイだけ、側近中の側近である彼だから知る、ハウの本当の姿は、ただ、愛情を欲しがる寂しい少年だった。
ロ・ガイは、ハウへ近づくと、彼の手から眼鏡を取り上げ、そっと口付けた。
だが、この日はまだ一日の終わりを告げる音はしない。
「君は、重案志望だったのか…」
上司の一人である梁sirの言葉に、その青年は苦笑した。
警察学校を首席で卒業した青年…ヨンカムウィンが配属されたのは政治部。
政治、保安も絡み、何かと秘密の多いこの部署は、安易に転属はない。
警察学校でかなり優秀な成績を修めていたヨンは、その能力を買われ、逆に希望していた重案や情報科から外され、この科に配属された。
この科はいわばエリート中のエリートコースであるにも関わらず、ヨンは何故かいつも浮かない顔をしていたのである。
しかし、その事情を尋ねるものは、今はいなかった。
聞いても、ヨンはうまくはぐらかすからだ。
そして、何かで功績を上げても、いつも「私よりも優秀な人間は居ます」と寂しげな笑みを浮かべた。
この日、ヨンは九龍西署に来ていた。
上からの命令で梁警司の元へ資料を取りに来ていたのだ。
重案組の前を通りかかったヨンは立ち止まり、思わず窓の外から中を見ていると、梁sirに先のように言われたのだ。
「だが、君に重案ほどの現場の血なまぐささは似合わないだろう。」
それに対し、ヨンは「そんな事はありません」と謙遜する。
その時、重案と廊下を挟み向かい合わせの情報科の方の窓から視線を感じ、ヨンは振りかえった。
自分と同じ歳くらいの一人の青年と目が合う。
彼は机に向かい、何かを書きながらこちらを観ていた。
冷たい目だと、ヨンは思った。
しかし、青年は何事もなかったかのようにポケットからラジオを取り出し、チューナーを合わせ始めた。
目が合ったと思ったのは、自分の思い込みだったらしい。
と、今度は重案の方から重数人の警官が出てきて、会議室に向かうのが見えた。
「あわただしいですね」
ヨンは思わず、そうつぶやくと、梁sirは「今日は特に」という。
しかし、ヨンはそれ以上は何も聞かず、九龍西署を後にした。
時間　1997

あの日からもうじき2年が過ぎようとしていた。
ヤンはあの夜、警察署から、サンスクの待つ屋台へむかう途中、ハウがつぶやいた一言が今でも耳から離れずにいた。
「裏切り者は、誰一人として許さない」
あの夜、それはロ・ガイへ向けられた言葉だと、すぐに解った。
信じていた分だけ、裏切られた時の怒りは計り知れない。
マフィアは通常、相手を仕留める時は急所に弾を一発ブチ込む。
手っ取り早く、そして確実だからだ。
そして何より、愛も憎しみも何も感情を込めずに撃つからである。
しかし、ハウはロ・ガイに5発もの銃弾を撃ちこんだ。
彼の目をじっと…静かな怒りの目で見つめながら。
人は、激しい怒りを覚えた時ほど、冷静になるのかも知れない。
あの時のハウの静かな声と銃声は、その場にいた者全てに、ハウの心が、冷たい絶望に包み込まれるのを伝えてしまった。
ロ・ガイの亡骸を蝕らい尽くす、地獄の炎でさえも、絶対零度の悲しみに見えた。
しかし、なぜ、ロ・ガイが潜入だと解ったのか？
あの時のハウの自分へ向けた言葉の真意は…
それを考えると、ヤンは身が、心が凍る気がした。
自分はロ・ガイが同じ潜入だと知らなかった。
ヤンは、時々、ハウとロ・ガイが楽しそうに笑い合うのを観ていた。
他人にはいたってポーカーフェイスのロ・ガイ。
身内以外には計算された笑顔以外見せないハウ。
しかし、二人だけの時に、黒社会とは関係なく、ただの人間として、仲良さそうに楽しそうに…
友人としていっしょに居るのを観たことがあった。
考えてみれば、ハウにとってロ・ガイの存在は大きかった。
腹心であり、護衛。そして…友人。
体の関係があったのも知っている。だが、それは何も湿った関係ではない。
何故だか、自然な関係に思えた。
そのロ・ガイの裏切り。
あれから二年。
まだ、短すぎる時間。
ハウは誰にも本心を見せない。
ただ、時折感情を押し殺した表情で、日記を綴っていた。
カチリという音がして、ハウは席から立ちあがると、ソファに座るヤンの元へ歩み寄る。
「疲れていないか？」
優しい声。ヤンは俯き加減に曖昧に返事をした。
幾度となく体を重ねていても、ヤンは普段のハウに慣れることは無かった。
いつも、優しく話し掛けてくる彼に、いつまでも、曖昧な表情で答えるだけ。
「今日は、これを試してくれないか？」
そう言って、ハウは手に持っていた小さな袋をヤンに差し出した。
中には、観たことの無い小さな錠剤。
「また新しい薬のルートを作ろうと思ってね。」
ハウはそう言って、テーブルの上の水差しから水を注ぐ。
今はコークだけではなく、他の薬も一緒に取引するのが主流だ。
しかも、ここは香港。怪しい催淫剤は多い。
「これも、ソレの類か？」
いつのまにか、薬の”味見”役としての自分が定着しつつあった。
ぴちゃ…ぴちゃ…
と、湿った音が照明を落とした部屋に響いた。
椅子に腰掛けたハウの脚の間に顔を埋め、猫のようにハウのソレに舌を這わせていたヤンは、既に、薬のせいで、頭がボーっとしており、しかし、心臓は早鐘になっていた。
ハウは前を開いただけの格好で、ヤンに舐めさせていたのだが、ヤンに薬が回り始めたのを感じると、
「ソファに座って脚を開け、そして、自慰をして見せろ」
そう言って、ヤンを一人がけのソファに座らせた。
ヤンのほうは既に熱くなっていく体をどうにかしたいと、自らシャツの前を肌蹴、ジッパーを下ろすと、下着ごと脱ぎ去った。
「さぁ…」
ハウの声に促されるように、ヤンはソファの肘掛に脚を掛けて、開く。
その姿は、想像していたよりも遥かに淫らであった。
薬のせいなのか、それとも行為のせいか？
ヤンのそれは、硬く反り返り、先端から透明な液を零れ落ちさせていた。
ハウは、ソファの後ろへと回ると、ヤンの肩越しから腕を伸ばし、ヤンの手を取り、そして熱いモノを握らせた。
「ほら…」
優しく耳元で囁き、促すように手を動かす。
「あ…っ」
ヤンは背を走る快感にすぐに背を反らせ、顎を上げる。
ハウは空いた手でその顎をつかむと、深く口付ける。
その瞬間、ヤンの手の中のモノがビクリと反応したのがハウにも解った。
「随分、効き目がいいな」
ヤンの快楽をもっと引き出そうと強めに扱きながらそう言う。
ヤンの方は、手の動きがあまりにたくみで、もはや、自分が動かしているのか、ハウが動かしているのか解らない、と言ったように、手を動かし、その快楽に喘ぎを漏らし始めていた。
きっと、傍から見たら、かなり淫らな格好をしているのは明らかだ。
腰が揺れ、正面から観られたら、恐らくその奥の蕾まで丸見えだろう。
しかし、そうと解っていても、体が疼き、添えられたハウの手の動きに、喘ぎも激しくなり、ソレを扱きあげ、絶頂を目指していた。
時間　2003年
深夜、ヨンは自室のパソコンを見つめ、冷ややかに笑みを浮かべた。
そして、画面に指を這わせ、その指を、軽く舐めた。
画面には、一人の男が映っている。
男の手には自らの性器。その手は放ったばかりの精液でぬれていた。
画面の男は、内部調査課のラウ。
ラウは自分が男に監視されていることなど、微塵も思っていないだろう。
深夜の署内には当直も含めて何人か居るが、ラウの執務部屋は中の見えない仕切に覆われ、ラウの痴態など誰も見ることはできないはずだ。
ヨンはラウの机の上に置かれた一冊の本を見つけた。
そういえば、ラウが自慰をはじめたのはこの本を読み始めて少しした頃だった。
同じ男として、覚えがないわけではないシーンだが、どうみても、その本は性欲を刺激するための本には見えなかった。
その本にズームを合わせてみる。
「これは…」
上質なカバーのかかった、鍵のついた本。
ヨンには、見覚えがあった。
本ではない、それは、日記だった。
それを確信して、ヨンは溜息をついた。
ラウは…彼の精神はラウギンミンではない。
そう、気がついた。
時間　1997

「ンガイ・ウェンハウ…。曲者だな。」
執務室の小さな部屋で資料を眺めていた上司がそうポツリと言った。
彼の机の正面には昇進したばかりのヨンが座っていた。
「ええ、今度の選挙に出るらしいです。それに警察の顧問にもつくとか…」
ヨンの言葉に梁sirは顔を顰める。
「この間、北京の公安に行ったんだが、あちらでもハウはマークしている。返還後に勢力を伸ばしてくるのを恐れているらしい。しかし、これといった証拠が何も出てこない。小さな罪でしょっ引いたところで、終身刑にできなければ、おそらく何の意味も無い…」
そう、言いながら溜息をついた梁sirにヨンは、
「今度の政界のパーティに、彼が出席するそうです。それと…九龍西署の重案に、何か動きがあるようです。」
と、言うと、梁sirは「解った」そう言って、視線を遠くへおくった。
ンガイ家の書斎。
少し、思いつめたような表情をしたハウが、サンスクとヤンに口を開いた。
「去年は、何もしなかったが…今年は父の法要と共に、あの四人の供養もしてやるつもりだ」
ポツリとつぶやくようにそう言ったハウに、サンスクは年寄りらしい面持ちでうなづく。
「彼等の裏切りは許せるものではないが、ンガイ家がここまで大きく慣れたのも、彼等の功績が無かったとは言えない。供養ぐらいはしてやらねばな…。また、細かい事はいづれサンスクにも頼むつもりだ。よろしく。」
そして、そこまで言うと、ハウは話題を変えてしまった。
一時間後、重要な麻薬取引の打ち合わせを終えたサンスクは、ヤンを置いて先に部屋を後にした。
部屋にはいつものように…ハウとヤンの二人きりの時間。
ソファに、隣り合わせで座ると、ハウは安らぐように珈琲を口にした。
何年、何回経っても、ヤンには少し息の詰まる時間だった。
いつまでも、彼…ハウに慣れる事は無いのかも知れないと思う。
「どうした？浮かない顔をして。今年の父の法要は、お前にも出て欲しいのだが…」
物思いにふけるような顔をしたヤンに、ハウはそう言って、優しく微笑みかける。
しかし、ヤンは小さく首をふった。
このンガイ家に出入りするようになって、二年程だ。
クワンが死んで、六年。ハウの誘いを断り、ヤンは法事には出たことはなかった。
ンガイ家に来るときはさすがに霊位牌に手を合わせるが、それ以上でも、それ以下でもなかった。自分にはあくまでも”他人”としか思えない。
「忠孝…義…」
ハウは、つぶやくように、そう言い、ヤンを観た。
「ンガイ家には”忠義”が必要で、”孝行”で変わる…。私はそう思っている。父もそういう思いから、我々兄弟にこの文字をつけたのだろう。そして、父の考えの中には”仁”はンガイ家には必要ないと思っていたのかも知れない。しかし…家の外に、お前…”仁”が存在していた。」
ハウは、そこまで言うと、ヤンに腕を伸ばし、そっとその頬に触れ、続けた
「”慈悲”という意味のお前が、父の死と入れ替わりにこの家にやってきたのだ。それを、私はきちんと受け止めなければならないだろうと思う。だから、今年はあの四人の供養をしてやろうと、思ったのだ。」
そう言い、ハウは優しく、微笑む。
しかし、ヤンは自分でも知らないうちに胸の奥にあった名をつぶやいてしまった。
「ロ・ガイ…は…？」
空気が　凍りつく。
ハウの表情が、一瞬にして、冷たくなった。
「裏切り者は、許すわけにはいかない。あの四人は父の暗殺には無関係だったが、このンガイ家には必要なかった。いずれ裏切っただろうが…。しかし、あいつは私を裏切ったのだ！しかも七年間も、ンガイ家を…そして私を欺いてきた。許すわけにはいかないんだ！」
低く、怒鳴るようにして、ハウはそう言い放つと、ヤンを突き放した。
「…」
二人の間に重い沈黙が流れる。
「すまない。」
ポツリと、ハウはそう言うと、もう一度優しくヤンに手を伸ばし、その体にすがりつくように抱きついた。
ヤンは、そんなハウの肩にそっと腕を回し、抱きしめた。
「信じられるものは、血縁だけだ…。なぁ、ヤン。
お前は、私を……」
しかし、そこまで言うと、ハウは口をつぐんだ。
そして、自嘲するような笑みを浮かべると、この話題に終止符をうつ。
「嗚呼、お前の心臓の音は心地いい…」
そういって、瞳を閉じた。
時間　2001
「なぁ、実の兄妹でヤるとすげー気持ちイイらしいって知ってたか？」
キョンがまたよくわからない下ネタを言い出した。
ディトロはそれを下らないというように鼻で笑い、他の仲間が「俺は姉貴が要るけど、勘弁だな」と言うと、「でも、その姉貴の洗濯物には、お世話になったんじゃねーのか？」とからかいを入れる。
まるで、思春期のガキの会話だなとヤンは傍から適当に聞いていた。
しかし、何も知らないキョンはまだ、話を続ける。
「何でも、入れたときの”具合”が格段に違うらしいぜ。」
といい、姉が居るといった奴に「試してみろよ」と馬鹿笑いしながらからかう。
ここまでくると、やはりヤンは必然的に過去を思い出した。
それは今でも癒える事のない、苦い思い出。
キョンの無駄知識は正しいのかもしれないと、ヤンはそう思ったが、口に出すことはない。
誰にもいえないその秘密は、墓まで持っていく。
忘れることができないのなら、それを胸に刻み付ける事だ。
ケロイドのように、消えることのない、疵になったとしても…。
そんな事を思い出しはじめると、ふと…もうひとつ、思い出したことがあった。
あの事件の後、しばらくしてからウォンsirに渡された…ハウの日記。
いまだにページをめくっていなかった。
「どうした？ヤン」
キョンの下らない話から、思わず過去を思い返していたヤンは、ディトロの問いかけに
「いや、なんでもない」といつもの作り笑いで返した。
時間　1997

ホテルの一室。ハウはベッドの上で、自分よりも幾分か年上の男に抱かれていた。
脂肪で醜くたるんだ体。皺だらけのごつい手がハウの肌をすべる度に、嫌悪が走る。
いくら演技したところで、それだけは隠すに隠せなかったが、しかし、その嫌悪の肌の反応を、快感と勘違いした男は、さらに的外れの責めを与える。
「今度の…選挙、お前が当選したら、私の力でいくらでもいいポストに就けてやるからな」
男は北京訛の広東語でそういいながら、ハウの唇を味わおうとしたが、ハウはさり気なく避ける。
キスだけは、嫌だった。
体は何をされてもいい。
だが、唇だけは誰にも触れられたく無かった。
この唇に触れていいのは、ヤンと、妻と、娘と…そして…
「嗚呼…っ…」
胸に、彼の人の、肌の薫りが蘇る。
少し焼けた肌に馴れた…タバコの、薫り。
それは、懐かしさと同時に、苦い想いを孕む。
久々に誰かに抱かれたから、そんな事を思い出したのだ。
政界へのコネ作りの為とは言え、自分でもよくやると思う。
こんな事、もしかしたら、あいつなら、許さないかもしれない…。
そんな事を思いながら、男が与える刺激に、ハウは快感のそぶりを見せた。
ホテルの外、ヤンは車の中でハウを待っていて、そのまま転寝をはじめた。
浅い、眠り。
そのすぐ横を、背の高い、口元に髭を生やした強面の男が通り過ぎた。
男の隣に、彼に少し似た面立ちの男。その男が口を開く。
「香港まで何をしに来たかと思えば、男と密会とはね…」
彼がきれいな北京語でそういうと、男も北京語で返した
「愛人ではない。最近、香港で力を伸ばしているあのンガイ家の次男だそうだ。曲者だな。こっちに余計な仕事を回さないでほしいものだ…」
ひとつ、ため息をつく。
「公安の仕事なんて、そんなもんですよ」
男達はどう見ても黒社会の男のように見えたが、彼の本当の身分を知るものは少ない。
時間　1998

ヨンは西九龍署に居た。
もうじきこの署は場所を引越しし、この建物は資料置き場になるらしい。
そんな話を聞いてから来たものの、署内のあまりの慌しさに、さすがのヨンも少々困惑していた。
「重案のウォンシーチンsirは何処にいますか？」
近くを通りかかった、引越し準備中の同じ歳位の青年に問う。
すると、青年は辺りを見まわした
「ウォンsirは…。ファニー、見かけたか？」
青年は同僚か後輩らしい女性に聞いた
「たぶん、元会議室じゃないかしら？」
ファニーと呼ばれた女性がニコリとして答えると、
「---だそうです」
と、青年も笑顔でヨンに伝えた。
ヨンは軽く微笑むと「ありがとう」と言い、元会議室の方へ歩き出した。
その後ろ姿をファニーが見送りながら「カッコイイ人w」と、胸をときめかす。すると、その様子を見ていた別の青年が
「お前、あーいうキザっぽいのがいいわけ？」
と、茶化しながらわざとらしく眉をしかめた。
「あら、少なくとも、大Ｂよりはいいかなぁ…。うん。」
ファニーは大Ｂにニヤリとしながら言う。
そう言われた大Ｂはそれを聞いて
「まぁ、さっきみたいにラウ先輩と並ばれると俺の入る余地はないかなぁ…」
と、今度は顰めた眉を落として溜息をつく。
そんな二人の会話を見ていたラウは、

「ほら、続き、続き」
と、二人に、荷物のまとめを急かした。
元会議室へ歩き出したヨンは、ふと、さっきの青年の顔が
記憶の奥に思い当たった。

ココへは何度もきている、きっとその時に見かけたのだろうと思うが、それよりももっと前に…そう、警察学校時代に見た気がした。
1つ下で銀賞をとった奴じゃなかったかな？という気がしたとき、探していたウォンの姿を目の前に見つけた。
「お久しぶりです」
ヨンはウォンsirにそういい軽く会釈する。
ウォンsirの方は、一瞬煙たそうにヨンを見たが、ヨンは気にしなかった。
「今日は、何の用だ」
しかし、ウォンsirは平静に言った。
「去年の…ンガイウェンハウの事件の事で、資料をお借りしたくて来ました」
ヨンはそういうと、微笑む。が、ウォンsirは「もう全て渡した」と冷たくあしらった。
だが、ヨンはそれで引き下がるような事は無い
「保安科の方でも必要なんですよ。彼は政界との繋がりもありましたからね。特に、彼の日記をお借りしたい。勿論、問題が無ければすぐにお返しします」
そういって、急かす様に手を差し出した。ウォンsirは日記と聞いて、否定しようとした
「そんなものは…」
「無いとは言わせません。私は知ってますよ」
が、ヨンは笑みを崩さずに、尽かさずかぶせた。そして、言う
「私は保安科です。政治関連の事件以外に興味はありません。
あなたにとって何か都合の悪いことが書かれていたとしても、
上手く誤魔化しましょう。これは取引です。」
「お前が、それだけ信頼できる人間かどうか俺は知らない」
ウォンsirは現場刑事独特の目の力をもち、ヨンにそう言ったが、
「私は貴方がいう秘密主義の好きな保安科の人間ですよ」
ヨンは怯まず、差し出した手を更にウォンsirに突き出した。
しかし、ウォンsirはそれを振り払い、ツカツカとその場を立ち去った。
ヨンは、彼を追うことをせずに、静かにその背を見送った。
時間　2001
キョンやディトロと別れて、

ヤンは、独り、部屋に戻ると、机の引出しの鍵をあけた。
その奥にある紙袋を取り出す。
四年前に、ウォンsirから渡されて以来、手にした事がなかった。
唇を噛み、少し躊躇いがちに、紙袋から日記をとりだし、
その頁を、適当に開いてみた。
時間　1997

議会への立候補者を集めた、華やかなその酒宴から一転、九五年の殺害事件の容疑者としてハウは一旦逮捕されたが、保釈金を支払い、家に戻っていた。

証拠は何も無かった。実際、あの日のあの時間にハウは警察署内に居た。

証人は警察官だ。

だが、今回のこの事はンガイ家を失落させるには十分なスキャンダルで、さっきからひっきり無しにかかってくる電話は、すべて悪い知らせでしかなかった。

あの、ハウがコネ作りのために体を開いた北京の有力政治家さえも、あっさりとハウを見捨てた。

家族をハワイへ避難させる用意をさせたハウは、ヤンを部屋に残し、机に向かい、日記帳を広げてはいたが、ペンは進まなかった。

ヤンはいつもの席から、時折そんなハウの姿を横目で見ていた。

すると、ふと…思い浮かぶ風景が脳裏に蘇る。

自分がンガイ家に来るようになってから、幾度かみた風景。

それは、いまや封印された過去の情景。

あの頃のロ・ガイと、今の自分はどこか似ている気がした。

無論、自分はハウと友人でなければ、未だに兄弟だと認めたくは無い。

警官と…容疑者にすぎない。

そう、思っている。理論的には。

だが、少し憔悴した顔で物思いに耽っている今のハウをヤンは、哀れだとさえ思った。

と、ハウはヤンの視線に気がついた

「どうした？」

やさしく微笑みながら問うハウ。

嗚呼、いつもそうだ。この人は残酷な事をしておきながら、普段はこうして柔らかく笑うことのできる人なのだ。

この家に生まれさえしなければ、彼は、普通の幸せを手に入れていただろう。

しかし、それは空論。

「いえ…。」

ヤンは考えていたことを顔に出さないように注意しながら首をふった。

「…やりなおす事は、もう出来ないのだな」

自嘲ともとれる苦笑を浮かべながら、ハウは立ち上がり、机の上に置かれたぬるくなったアルコールを手にし、喉に流した。

そして、部屋の中央に置かれたソファに移動する。

「この前、私は…ロ・ガイを許さないと言った。」

その名を口にしたとき、ハウの声が微かに震えた。

しかし、ヤンは何も言わず、静かに　ハウを見つめる。

「本当は、解っているんだ。奴も私も、それぞれの職責と運命を受け入れただけ。『手に入れるのは容易く、手放すのは難しい』ロ・ガイは、警官であることを、手放せなかっただけなのだ。」

ハウはそういって、静かに口を閉じた。

ヤンは、それは違うと言いたかったが、声に出すことができなかった。

ロ・ガイが本当に捨てられなかったのは……

貴方への想いなのだ。

と…。

あくる日、ヤンは再会したウォンsirに小さな鍵を渡した。

ロ・ガイの墓前で。

自分の気持ちに整理なんてついてはいないが、それでも、今ならロ・ガイの”裏切り”の意味が解る。

たぶん、あの頃だったならば、ハウはもっと軽い刑で済んだだろう。

ロ・ガイはそれを知っていたのだ。

だが、それはもう、遅すぎる時間。

『手に入れるのは容易く、手放すのは難しい』

ハウの言葉が、胸に蘇る。

「お前に、実の兄を逮捕させることが…重荷になるだろうと、ルクは言っていた。」

ウォンはロ・ガイの隣に眠るルクの墓標を見て、そう、つぶやくように言った。

ヤンはふと、笑みを浮かべた

「知ってて、やらせたんだろ。だから、俺はこの事件が終わったら署に戻してくれよ。過去は何もかも忘れたい。だから…」

そこまでいい、墓標のロ・ガイの写真と目が合う。

「…俺は警官だ。人を裁くことは出来ない。ただ、法を犯したものを捕まえるだけだ。」

そういって、今度は視線を海へ向ける。

「だけど、俺は奴の家族を思うと、これらの証拠を提出するのが遅れた。それは、俺の罪だろう」

笑みが、自嘲へと変わる。しかし、ウォンはその事を咎める事はしない。

いや、ウォンはヤンを咎める事は出来ない。

そして、ヤンは今の自分の自嘲は、自分がついた嘘への自嘲だと解っていた。

奴の家族…？

自分から、よくもそんなうまい言葉が出てきたと思う。

だが、その真意を、ヤンは自分では認めたくなかっただけだった。

時間　2003

ラウは机の上に散らばる資料に、赤い眼を向けた。

そこにはある男の写真。

懐かしそうな、どこか寂しそうな視線で、彼の写真を取り上げる。

「俺は貴方を逮捕しなければならないんだ…兄さん」

そう、つぶやいて、ラウはヨンの写真を抱きしめた。

時間　2001

綴られた文字は懐かしい、筆跡。

ヤンは、その文字を見たとたん、日記を閉じた。

胸に込み上げる、さまざまな想い。

この文字を辿ってしまえば、引き返せなくなる

過去の　闇

ロ・ガイが死んだ夜から、ハウが逮捕されたあの日まで、心に巣食っていたのは、ハウやンガイ家への「思慕」ではなく、ただの「恐怖」だったのかもしれないと…時々、思う。

目の前で死んだ潜入捜査官。

与えられた、チャンス。

失った、味方。

あまりに巨大すぎた…ハウの力。

逆らうことが出来なくて、ただ、ただ…

紙の上に彼の行動を記すしか出来なかった。

「何を、今更…」

心傷にひたろうとする自分に、嘲笑。

大丈夫。

そう、自分に言い聞かせながら、軽く深呼吸をする。

そして、もう一度、日記を開くと、

今度はその文字を追った。

時間　1998

「私は普段、地下鉄やバスには乗らないんですが…」

ヨンは珍しくスーツ以外のカジュアルな服を着て、殆ど人のいない地下鉄に乗っていた。

隣には、白髪混じりの男。

「俺だって、滅多に乗らないさ。でも、たまにはいいもんだろ」

サムはそういって二人以外、誰もいない席に寛ぐように座った。

「手短に言いましょう。今夜、土瓜湾の辺りで抜き打ちの手入れがある。その辺りで、別のことで騒いで、重案や情報科が署に帰るのを足止めしてください」

ヨンはそういうと、あの笑顔を浮かべる。

「警官がマフィアに騒げと？何も無くても余計な罪がついちまう。手入れの情報はありがたいけどな。こっちも余計な保釈金は惜しい。」

サムが笑う。しかし、ヨンは表情を変えずに言った

「それをしてくれたら、貴方が政府への書類で梃子摺っているマカオのカジノの件。政府に簡単に話を通して差し上げましょう。悪い話ではないはずだ。」

切り札をきったヨンに、サムはにやりと笑い、握手の手を出すと、ヨンはそれを軽く握り返した。

「しかし、それだけの事で、そんな取引をしてくれるなんて、裏があるんじゃないのか？」

そう疑うサムに、ヨンは

「貴方には関係ないが、私にはそれだけ重要な用があるんですよ。」

そう言って、手を離した。

その夜の、西九龍署は、殆ど人がいなかった。

私服警官が多い中にも、部署によっては制服の警官もちらほらいる。

ヨンは何食わぬ顔で堂々と署内を歩いていた。

こういう場合、堂々としている方が、全く怪しまれないものだ。

だが、万が一の時の為にサムに取引を持ちかけたのである。

人の居ない署内、特に重案の部屋は人が全く居なかった。

ヨンはそのままウォンの公室のドアに手をかけると、簡単に戸が開いた。

カギが、かかっていなかった。

無用心なものだ…

半ば呆れ気味に部屋に入ると、目的の物がありそうな場所を探してみる。

机のカギのかかった引出しに手をかけると、そこはちゃんとロックされていた。

「単純な人だ」

ヨンはそうつぶやきながら、細い針金を取り出すと、そのカギを開けた。

すると、中に、ちょうど良い大きさの紙袋。

目的のものはあっさりと見つけたが、まさか盗むわけにはいかない。

ヨンはカギのかかっていないその日記帳を広げると、驚くべき速さでその文字を追った。

意味を理解するのではなく、まずは単に文章を暗記するのである。

理解するのは、その後、幾らでもできる。

ヨンは、ページをめくりながら、その内容を　盗んだ。

時間　1997

夕日が沈み始めた庭。

ハウは独り、椅子に座り、空を眺めていた。

しかし、その視線はあまりに遠く、何か、思いつめたようだった。

そこへ現れたのはヤン。

ヤンの気配に気がついたハウは、我に返ると、少し寂しげな笑みでヤンを観た。

「今、ンガイ家は沈みかけた船だ。そんな船に、お前を乗せてしまったのは、私だろう…お前が警官になりたがっていたのは知っていた。そして、父の存在が…私の存在がそれを邪魔することも。お前が、幾ら隠していてもいずれはバレた事だ。ならば、お前にうちに、きてもらいたかった。家族に…なってもらいたかったのだ。」

ゆっくりと、言葉をかみ締めるようにそういうハウに、ヤンは内心、斜に構えていた。

…ならば、何故、俺を抱くんだ？

そう、問い詰めてやりたい気持ちを、抑える。

だが、ハウはそれに気がついたようにつづけた

「…しかし、私は手に入れたお前を抱いた。家族以上に、お前を想っていた…。自分でも、不思議だよ。どうしても、お前の全てが欲しかったんだ。それでも、我々は兄弟で、その事実は変えようが無い。何よりも、大切なものは、その事実だからな。」

そういって、ハウはヤンを見つめると、ヤンはゆっくり眼を閉じた。

見つめ返すことも、視線をそらすことも…出来なかった。

自分は、この人を、兄を警察に渡した。

警官として、当然のことをした。

この人が、捕まるのはもう…時間の問題。

一生出てくることは出来ないだろう。

それで----かれの家族はどうなるのだろうか？

娘は？

「…ヤン？」

瞳を閉じて、思慮におちそうになったヤンを、ハウの声が呼び戻した。

「一から出直しになるだろうが、それでも、構わないか？これからも私の、仕事を手伝ってほしい。家の為に…お前自身の為に…」

少し疲れの影を落としたハウの表情は、以前に観たことがあった、そう、ロ・ガイが死んだ頃だ。

ヤンは、そんなハウに、無言のまま頷いた。

ハウの表情に笑顔がもどり、立ち上がると、

ヤンの唇に、唇を重ねた。

けれど、この夜------

永遠の別れの銃声が響くことを二人は知らなかった。

時間　2003

署内の地下駐車場に少し荒い運転で車を滑り込ませたのはヨンだった。

車を降りると、ラウが何気ないそぶりで、前を通りかかり、足を止めた。

しかし、ヨンはそれを無視して行こうとしたが、先に声をかけてきたのはラウ。

「本当に運転が苦手のようですね」

嫌味ともとれるその発言に、ヨンは気にとめない風で

「私は忙しいのでね、時間の節約の為にはいつの間にか運転が荒くなったよ。」

そう答えて、行こうとすると、ラウは前に立ちふさがった。

「貴方に聞きたいことがある。」

ラウがそう言うと、ヨンは笑顔で返した

「法的に考えても、私が君に答える義務は無い。」

しかし、ラウはその言葉を無視して続けた

「十年ほど前、マフィアのボスだったンガイウェンハウを知っているか？」

ラウの質問に、ヨンは笑顔の表情を変えずに、ラウの瞳を見つめた

そして一言

「そんな人物がいたような気はする」

とだけ、答えた。

「じゃぁ、去年亡くなったウォン警視の事件の事は？」

ラウは質問を続けたが、ヨンは表情を変え、笑みをなくしたそして、

「私には関係の無い事だ。死んだ人間は帰らない。」

それだけ言うと、ラウの肩に手を置いた

しかし、その瞬間、ラウの瞳の色が僅かに変わったのを、ヨンは見逃さなかった。

ヨンはそのままラウを見つめ、一言いった

「世に出た者はいずれ消え去る」

すると、ラウの表情に、「悲しみ」が表れ、瞳は確かにヨンを捉えてはいたが、視線はヨンを通りすぎ、どこか遠くを見ていた。

そんなラウの肩に置いた手を、ヨンはゆっくりと動かし、そっと、彼の頬に触れた。

しかし、そんなことではラウの視線は変わらない。

ヨンは、そのまま互いの息を感じる距離まで顔を近づけ、それから、少し頭をずらすと、耳元で

「手に入れるのは簡単だが、手放すのは難しい。気をつけろ…ヤン…」

そうささやき、首筋に軽く唇を当てると、そのまま、脇をすり抜け、ヨンは立ち去った。

ラウは、ただしばらく、その場に立ち尽くしていた。

時間　2001

懐かしい字を、その視線で追っていたヤンは、

最初、冷たい表情でそこに記された日々を読んでいた。

どんなに家族の為という大義名分があったとしても、彼のやってきたことは、犯罪に他ならない。

そして、ロ・ガイが死んだ頃に、一度その日記は止まるが。

徐々にまた再開されていた。

しかし、最後の日に記されていた、文字を追ううちにヤンは知らず知らずのうちに…涙を零していた。

だが、それでも、彼の罪は消えないし、ヤンは警官であったし、それを変えることは出来なかった。

時間 2002

「君が、潜入だったと知って、正直なところ…安堵した。」

ヨンは、そういってヤンに微笑みかけた。

サムとシェンの密取引が失敗におわったその夜、大陸の公安の潜入と、香港マフィアの潜入、秘密の多い保安部の警視という、お互いの身分を知った上では、出会うことさえ難しそうな三人は出会い、

小さな絆を結んだ。

こんな仕事をしていると、お互いに孤独になる。

この小さな絆は、彼らには大切なものになる。

シェンが足を引きずりながら去った後、

「私が信頼している医者が居る。何事も秘密裏に上手くやってくれるから安心していい。」

ヨンはそういってヤンを自分の車に乗せた。

シェンの方は心配していない。病院には行かれないとは言っていたが、彼の立場上、内々に処理してくれる医者が居るはずだ。

「別に、このまま帰って、サムに報告しても、問題は何もないんだけど…」

ヤンが少し申し訳なさそうに、助手席に座り、そう言うと、

「今、直ぐに帰らなくても問題は無いだろう。どうせ捨て駒にされるところだったんだ、それに、今帰ったところで、マフィアと繋がっている医者にかかっても、たいした治療はしてもらえないだろ。そのまま左手が使えなくなったらどうする？私が知っている医者は腕もいい。」

ヨンはそういって微笑むと、エンジンをかけ車を走らせた。

ヤンが治療を終えた頃には、夜がゆっくりと開け始めていた。

人通りの少ない道で車をとめたヨンは、ずっと無言のまま窓の外を見ていたヤンを気遣う。

「腕は、もう大丈夫か？」

「ああ、これくらい慣れている」

そう言ったヤンは微笑んだが、ヨンは苦笑した。

「君が退学して、黒社会に入ったときは…驚いた…」

つぶやくように、そういったヨンに、ヤンの顔から笑みが消える

「仕方が無い…家の事情だったし、今更さ。それしかなかったから、でも、こうして俺は警官としてやってきている。」

「だが、シェンもそうだが、潜入なんて、危なすぎる。ましてや、あのンガイ家の生き残りなのに、サムの組織にいるなんて…。昨夜の事もある。このままじゃ、どうなるか！」

珍しく、感情を表しながら喋るヨンに、ヤンは少し驚きながら、

軽く微笑んで

「だからさ。俺はあの黒社会のボスだった一家の生き残りだから、誰にも疑われずにこうして黒社会に潜入できる。そして、黒社会に居ることで、黒社会を憎む心を忘れずに居られる。サムの組織を壊滅させるのに、一番良いポジションにいられるんだ。」

そう言うと、その笑みはどこか、自虐的な色を含み、悲しい眼をしていた。

おそらく、その事にヤン自身は気がついていないだろう。

「だが、君はンガイ家が…ハウが死んだ時に警官に戻らなかったのは、それが理由なのか？あんなに辛い事件の後で、まだ潜入を続けるなんて…」

ヨンが問うと、ヤンは悲しげな眼のまま視線を遠くへ送る。

そして、少しの間の後、ヤンは笑いながら言った。

「ウォンの奴が、泣いて俺に縋ったからな～。」

ヨンは、誤魔化されたと直ぐに解った。

「そうか、私は、ンガイ家の仇討ちの意味もあったと思っていたよ」

はっきりと、ヨンがそういい返すと、ヤンは少しドキリとした顔をした。

しかし、冷静に切り返す

「まさか、それなら俺の本当の敵はウォン警視だ。父の殺人教唆の挙句に、ハウの額をぶち抜いたのもウォン警視だしな。強いて言うなら…、サムが、ハウの小さな娘を殺した事は、今でも胸が痛むけどな。それくらいしか、サムを個人的に恨む理由がない。」

ヨンは、その答えに対して、反論することを辞めた。

きっと、ヤンにも本当の気持ちは自身で認めていないのかもしれないし、気がついてさえ居ないのかもしれない。

今の言葉は、ヨンにはただの言い訳に聞こえた。

だが、それを指摘したところで、何もならない。

「昔…ハウが警察の顧問につくと言う予定があったが、その後直ぐに逮捕されてしまったな…結局、その方がよかったんだが。だがンガイ家じゃなくても、警察の潜入が居るように、マフィアにも犬が居るだろう。これからも気をつけろよ。」

ヨンはそういうと、ヤンに微笑んだが、ヤンは歪んだ笑みを、返しただけだった。

ヨンはその笑みを見て、ヤンがあの日記を読んでいたと気づいたが

それには、それ以上は触れなかった。

時間　1997

ハウはサムに会う約束をした後直ぐに、出かける直前だというのに、部屋に独り閉じこもった。

そして、ペンを性急に走らせる。

自分がこの取引で負けるはずはない。

しかし、何故か今の気持ちを、綴ってしまわなければならないと、心のどこかで焦りが生まれ、こうしてペンを走らせていた。

　一九九一年に父が死んだ。

　その日、父の代わりに、私はヤンを手に入れた

　ヤンが居たからこそ、

私は、ンガイ家を表に出そうと決意した。

　私が政界に出るのと同じく、警察の顧問につけば、

私の力は確実に警察にも及ぶことになる、

　そうすれば、ヤンを警察官にする事も容易かっただろう。

　ンガイ家の血のせいで彼はそれを捨てたが、

　私の力で、彼の道を修正させる事ができるはずだった。

　ンガイ家の一員として、警官になれたはずだった。

　それこそ、ンガイ家が黒社会から、

表へ出た証になるはずだったのだ。

　………………………

時間　2001

ヤンはハウの日記を読んでいた途中で続きを読むことが出来なかった。

これ以上先を読める勇気が、まだなかった。そして、日記を思いっきり壁にぶち当てるように投げつけた。

その眼にうっすらと滲んだ涙はまだ消えず、やり場の無い感情は床に日記とともに落ちた。

あの人は、ハウは結局、ンガイ家の事しか考えていなかったんだと。

そのために、自分の警官への、善人への想いさえも利用して、権力にしがみつこうとしていたのだと思った。

だが、それでも…ハウのこの想いを、

あの頃に知っていたら…

本当は未だに答えなど見つからない。

彼を本当に終身刑にするべきだったのか？

あんな最期を迎えさせるべきだったのか？

自分は人を裁く権限は無い。

警官だ。

彼の犯した罪を暴くことしかできないのだ。

それが、善人　ということだ。

ヤンは、床に落ちた日記をしばらく、ただじっと見つめていた。

睨む訳でもなく、悲しむわけでもなく、ただ…じっと……。

時間　2003

駐車場から、公室にもどったラウは、そこでハッと我に返った。

今、自分が何処で何をしていたのか、何一つ覚えていなかった。

しかし、PCのモニタには、いつの間にかヨンが戻っていた。

たしか、外出した彼を見張りに行った気がしたんだが…

ラウは不明瞭な思考を呼び戻そうとしたが、上手くいかなかった。きっと疲れのせいだろう。

そうおもって、それ以上は気にとめなかった。

だが、指が無意識のうちに、首筋に軽く触れていた。

「ああ…　兄さん…　解っているよ…」

唇が、ラウの意思とは関係なく、呟く。

しかし、その声は、ラウ自身にさえ聞こえなかった。

時間　2002

もう、あと数分で朝日が昇るはずだったが、その空は雲が多く、明け始めの空にしては少し暗かった。

明け方に潜む軽い倦怠感。

ヤンは、その時間が好きだった。

ヨンとの会話の間に、車の窓から空を見上げる。

「そろそろ、帰るかな」

そう呟いたヤンに、ヨンは、落ち着いた、いつもの口調で言った

「まだ、礼をもらってない」

「え？！なんだよ、金とるのかよ！」

ヨンの意外な言葉にヤンは驚いて言ったが、そのヤンの反応に、ヨンは思わずふっと笑った。

そして軽く首を横に振る

「君から金を貰うほど、私は金には困っていないさ。それに、警官がマフィアから金品を貰うわけにも行かないし…」

「なんだよ、いいじゃないか、俺が潜入だって秘密を教えてやったんだぜ」

ヤンはその他にどうしろっていうんだ？！、というように言うと

ヨンは真剣にヤンを見つめて言った

「ならば、もうひとつ、秘密を教えて欲しい」

「え？」

ヤンはヨンのその眼の奥にある小さな光をみつけた。

それは、昔ハウがもっていたのと似ているように思った。

この光を持つ目に見つめられると、ヤンは、何もできなくなる。

「君が、私に抱かれて、どんな顔をし、どんな声を出すのか？その”秘密”を教えてもらう。」

ヨンはそう言いながら、ヤンに手を伸ばした。

ヤンは、その手を振り払うことが、出来なかった。

時間　2003

その日、ラウはヨンの部屋から持ち出したテープをレコーダーで再生した。

流れてきたのはある、曲だった。

曲を聴いているうちに、ラウの表情が徐々に変化していく。

そして、ラウは机の上に広がる資料の山の中から、一枚の写真を手にする。

その男…ンガイウェンハウの写真を見つめ、呟く。

「兄さん、俺は兄さんを逮捕できなかったけれど、ラウは必ず逮捕してみせる。兄さんを助けられなかったけれど、アイツを…ラウギンミン逮捕して、助けることが出来ればと思うんだ。」

ヨンは、自室でラウの様子をさり気なく見つめ、苦笑する。

席を立つと、窓の外を見つめた。

重い、冬の鈍い空。

時間　1997

ハウは、日記に走らせていたペンをふと止めた。

…ヤンが警官になれば、それがンガイ家が表世界に出れた証明になる………

そうだ、ヤンの運命を狂わせたのは自分なのだと、今更に気がつく。

だが、今となっては、この運命を進んでいくしかないのだ。

ロ･ガイをこの手にかけたその時から、ヤンとこの道を歩いていくことしか、自分の信じる道はないのだ。

そう、解っている。

ロ･ガイは、自分を憎んでいたわけではない。裏切ることが出来なかったから、死んでいったのだと。

時間　2001

ヤンは、零した涙を、袖で拭いながら、思い出した。

自分が最後に泣いた日がいつだったのかを。

思い出してみて、ヤンの顔に浮かんだのは、自嘲のような苦笑。

そうだ、あれは、

ハウが、死んだ時だった。

あの人の為に、何故、涙を流すのだろう…

考えても、その答えは見つからない。

そして、不意にヤンを襲ったのは、体中を駆け抜ける、痺れるような、痛みにも、快感にも似た、感情。

愛していたわけじゃない。けれども、憎んでいたわけではない。ただ、善人としては、ハウを裏切ることしか出来なかったんだ。

今でも、彼を「兄」だと思ったことは無い。

思い出すのは、あの、優しい瞳と、その奥にあった、冷徹な、何もかもを、凍りつかせるような、光。そして、熱い肌の感触と、息遣いだった。

時間　2002

ヤンは倒されたシートの上で、自分に覆い被さってきた男の、静かで熱い吐息に唇を塞がれた時、遠くに忘れていた感覚が、徐々に、目覚めて来たのを感じた。

甘く疼くような、痺れに流されるままに、ヤンは、慣れたように、体の力を抜いていく。

ヨンは、見下すような視線で、ヤンを見つめたまま、キッチリと絞めていた、自分のネクタイを解き、シャツのボタンを外した。

保安科以外でも、署内では「堅物のエリート」「インテリ」で有名だった、ヨンは、密かに女子の間で「抱かれたい男ランキング」では上位に位置していた。時折、上層部の令嬢との噂話が、その真否に関わらずも、適度に流れたりもしたせいで、健全な男だったヨンが、こうして、男を抱く姿など、誰が想像するだろう？

倒されたシートの上は、二人でいるには狭すぎて、身体を離す事が出来ないから嫌でもお互いの肌の熱さを感じる。
　ヤンは、覆い被さってきた、ヨンの肩口に顎を預けて、耳元で掠れたような熱い吐息を漏らす。
　ヨンは、躊躇いもなく、ヤンの穿いていたジーンズのボタンを一つ一つはずして、手を滑りこませると、薄い布越しに彼の昂ぶりを感じた。
「ん…」

ヨンは、ヤンの反応に満足したように、また、唇を重ねる。

その行為は激しく、ヤンはまるで酸欠にでもなるかのような、そんな勢いで激しくキスをされて唇がようやく開放された時には、ヨンにしがみつき、、その耳元で荒々しく呼吸をする。
　しかし、その呼吸が落ち着かぬうちに、ヨンの手はヤンの下着に手を滑りこませて、その熱い昂ぶりを直接触れた。
　するとヤンはビクッと腰を浮かせて反応する。
　指を滑らせて絡めて扱く。
ヨンは、時々羽虫が頭の中を旋回するような眩暈に襲われ、本当にいいのかという戸惑いが頭をもたげるが、もう、その思考はすぐに体から発せられる欲求に飲み込まれてしまう。
「はぁっ…あ…っ」
　眉根を寄せてヨンの与える刺激に熱い吐息を漏らすその声に、指に力を入れて一層激しくその愛撫を強め、激しくする。
　ぬるりと先走りに濡れたその昂ぶりから更に奥に手を伸ばすと、そこはヨンの愛撫を待ちわびて熱くヒクついていた。
そしてそこをほぐすように、そして手についた液体を、塗りこむようにして開きながら、指をゆっくりと少しずつ進入させる。
「あうっ」
指を根元まで挿入すると、ヤンは背を反らせて反応し、そしてヨンにぎゅっと抱き着いてきた。
「痛い・・・ですか？」
ヤンはその問いかけにハッキリと答える変わりに、ヨンの耳朶をそっと噛んだ。
　指を滑りこませた内壁を引っかくように掻き回すと、ヤンはぎゅっと唇を噛み締めて声を押し殺す。
　しかし、その指が奥の方にある少し硬くなった場所を、そっと押すと、
「ああっ！」
　掠れた熱い吐息とともに声を漏らす。
　その内壁は一層潤いを増し初め、そして前で隆起しているものは内壁と共に、ビクビクと痙攣しはじめる。
　ヨンはそれを感じ取ると、その場所を強く押しつぶすように、指でなで上げて刺激を与える
「…あ…いやだッ…もう…」
　強い刺激に耐えられないかのように首を振るヤンに
「こうして欲しいと言ったのはアナタでしょう」
　そう言って空いているほうの手でヨンは彼の腰を押さえつける様に腕をまわして、腰を浮かせるように仕向けながら、もっと強くそこを集中的に攻める。
「やめろ…っ」
　しかし、そういいながらヤンの手はヨンの手を制しするわけでもなく、彼の方に抱きついたままで、唯一の抵抗は腰を左右上下に動かし、その指から逃れようとする事だけだが、狭い車内では身動きが取れずに、逆にそれが快楽への刺激に変わっていた。
　と、熱くとろけたその場所からヨンは指をひき抜くと、ヨンは眼鏡をはずし、素顔を曝け出した。
「あ…」
　上から見下ろし、熱く潤んだヤンの瞳に優しく微笑むと、覆い被さるようにしてキスをしながら、ヤンの下着を脱がすように、ずらす。
　そして倒したシートの、高部座席のシートのほうまで、更に奥に、ヤンの体をずらしてから、ヨンはヤンのソレを口に含んだ。
「あうっ…」
狭い不安定な場所で、上手く体を動かせないまま腰だけがビクリと跳ね上がる。
　と、その間にヨンはまた手をヤンの奥へ触れ、まだ充分に湿っている。
　そこへ無理なく指を滑りこませた。
　淫靡な湿り気を帯びた音とヤンの熱い吐息が狭い車内に広がる。
　ヨンの指が先程のその硬い場所を探り当てて、強く愛撫しながら、口の中のソレに下を絡ませて、ゆっくり吸い上げるようにし、軽く歯を使って扱き、舐り、その瞬間を促す。
　そして、それは当然のように波となってヤンの体を駆け巡り、解放されようと一点に集中して行く。
「も…っ！」
ヨンの頭を、退かせるように手を伸ばすと、ヨンはその両手首を片手で掴んでそのまま退ける。
「…このままじゃ…だめだ…っ！」
首を振り、腰を揺すりながら逃れ様とするヤンに限界が訪れたのを感じ、ヨンはその愛撫を一層強める。
「…ん…あっ…っ！」
　湿った吐息とともにその声をあげて、ヤンはヨンのその口へ熱いものを解き放った。

---　数週間後 12月

今にも泣き出しそうな空は低く広がっていた。
ヨンが時計を見ると、待ち合わせまでまだ時間があった。
少し、早く着きすぎたらしい。ビルの屋上は、風が強い。
時間　1991年

「なぁ、今日の新入生と入れ違いで、一人退学になる奴がいるらしいぞ。」
　警察訓練学校の片隅で生徒達が話しているのをヨンは耳にした。退学の話程度なら、時々ある話だが,その時ばかりは、何故か、ざわつく胸騒ぎに、いつもは噂話になど耳を貸さないヨンが、飛びついた。
　「退学？そいつは、何をやらかしたんだ？」
　「詳しくは解らないけど…。でも、それが誰だとおもう？あのヤンだぜ。」
　ヨンは、ヤンの名前を耳にした瞬間、思わず彼等に詰め寄った。
　「ヤンって…あの陳永仁？」
　突然、話しかけてきたヨンに驚きながら、噂の発信元は頷いた。
　「あ、ありがとう」
　ヨンはそう呟いて、歩き出した。
　ヤンは、とても優秀な生徒だった。真面目を画に描いたような。
　彼は自分の存在に気がついていないかもしれないが、ヨンは自分では勝手にライバル視していた。
　ヤンは必ず上に行く人物だ。自分は負けたくないと。
　その彼が退学？

　しかし、その噂が現実である事をヨンは知った。
　その時間、門番をしていたヨンの前に、荷物を抱えて、この学校を出て行こうとする青年が現れた。
　それは、紛れも無くあのヤンだった。
　校庭では、新入生の朝礼が始まっていた。
　ヨンは、内心の動揺を隠すように淡々と、門を開ける。
　ヤンはヨンの横を静かに通りすぎ、
　外へ出る。
　ヤンは…もう二度とここへは戻って来れない。
　門を閉めようとした時、ヤンは、振りかえった。
　ふと、金網越しにヨンはそのヤンの顔を見た。
　まっすぐに前を向いた瞳。
　そこにあるのは、退学になった絶望ではなく、何か…堅い意思を静かに秘めている様に思えた。
　その瞳を観た時、ヨンの心臓は、何かを予感させる様に一瞬大きく脈打った。
　ヤンの背中を見送り、ヨンは振りかえった。
　そこに、もう一人自分と同じように、ヤンの背中を見送っていた青年をみつけた。
　ヤンとは対照的な、どこか影のある眼差しの青年の瞳に、ヨンは、冷たいものを感じた。
時間　2002

「待たせたな。」
聞き覚えのある北京語に、ヨンは振りかえった。
沈澄は不自由そうな脚を引きずりながら、やって来た。
ヨンは空をもう一度見上げて、冷たい風を胸に吸いこむ。
「内部調査科のラウ…。」
ラウの写真を観た時に、ヨンはあの日を思い出していた。
彼のあの眼は、忘れはしない…。
ふと、鼻をかすめる線香の香りに、あの日と同じように、胸が脈打つのを、ヨンは感じた。
銃声は　地獄への扉

私は　貴方に殺されるのなら

その扉を開けることは　怖くない

罪を背負う事さえ、快感だろう

時間　2003

「これを…私に？」

久々に訪れた、想い人の墓前で、リーは、滅多に人が訪れない彼の墓前に現れた、北京語を話す男から、見覚えのある紙袋を渡され、その中から、一冊の日記帳を取り出した。

驚きを隠さずにそれを手にすると、上質のカバーには鍵がついていたが、かかっておらず、めくると中表紙に綺麗な文字で過去の日付。
〔1995　-〕
「その顔をみると、この日記を知っているね。それなら、話がはやくていい。貴女に渡すのが、一番良いと思ってね。」

男は、そう言って微笑むと、墓のヤンの写真を見た。

「私には、これを持っている資格はないわ…」

憔悴した声でそう、呟くように言いながら、日記を綴じた彼女に、男は優しく言う。

「資格なんて物は要らないさ。俺は、中身を読んでいないが、ヤンの運命の一部始終を、誰かが知っていてあげたら、彼も浮かばれる。そういうもんだろ。恋人なら、尚更だ。」

それを聴いたリーは、少し、寂しそうな笑顔を浮かべると、その日記を、胸に強く抱いた。

「また、貴方に会えるかしら？　お名前だけでも…」

車に乗り込み、立ち去ろうとする男に、リーは急いで駆け寄ったが、男は、静かに首を振ると、

「実は、俺も、ヤンと似たような身分の男だ、解ってくれ。約束は出来ないし、またここで会うことがあるかも知れないし、もう二度と、会わないかもしれない。それは、運命だ。俺にも解らない。まぁ、もし会えたら、デート位はしてほしいもんだな。」

そういって笑いながら、男が車のエンジンを入れると、リーは車から一歩下がって、微笑み、静かに頷いた。

　時間　1991

一発の銃声が、夜の街に響いた。

青年の手には銃。

罪を背負ったものは、地獄に落ちるというが、

この世界に、罪を背負っていない者など、

誰一人として居ない事を、銃声は叫んでいた。

